
２０１２ 予想平均 予想レンジ ２０１１

コーン ９５．９ ９４．７ ９３．７～９５．７ ９１．９
大豆 ７３．９ ７５．５ ７４．５～７６．７ ７５．０
小麦全体 ５５．９ ５７．６ ５６．６～５８．３ ５４．４
冬小麦 ４１．７ ４２．０ ４１．５～４２．６ ４０．６
春小麦 １２．０ １３．４ １２．１～１４．５ １２．４
デュラム ２．２ ２．３ １．５～２．５ １．４

２０１２ 予想平均 予想レンジ ２０１１年１２月 ２０１１年３月

コーン ６，００９ ６，１５１ ５，９２５～６，３００ ９，６４２ ６，５２３
大豆 １，３７２ １，３６１ １，２２８～１，４６７ ２，３６６ １，２４９
小麦 １，２０１ １，２５５ １，１８１～１，４１０ １，６５６ １，４２５

〈作付意向面積〉

単位：百万エーカー

〈３月１日時点の在庫量〉

単位：百万ブッシェル

飼料原料の動向と今後の見通しについて

■現在までの価格推移
（とうもろこし）
２０１０年は、米国及び南米の豊作見通しから値を下げ
て推移していたが、７月以降は旧穀在庫の減少、ロシ
ア及び近隣諸国の干ばつを材料に高騰。１０月には新穀
生産量が大幅に下方修正されたことから騰勢を強め、
年末には６．２ドル／ブッシェルを超えた。
２０１１年は、旧穀の単収減による需給の逼迫に加え、
作付け進捗の遅れから６月には一時７．９ドル／ブッシ
ェルを超えた。その後、米国の高温乾燥懸念はあった
ものの、欧州の金融問題が表面化し、商品安の展開か
ら穀物相場も比較的安定して推移した。

（大豆）
２０１０年は、米国及び南米の豊作見通しから軟調に推
移していたが、７月以降は小麦の高騰から値を上げた。
その後も旺盛な中国需要、新穀生産量の下方修正やア
ルゼンチンの高温乾燥懸念などにより年末には１３．９ド
ル／ブッシェル台まで値を上げた。
２０１１年は、前半は需給の逼迫感から高値で推移した。
その後、中国の買付けの一服感や南米の豊作見通し、
欧州の金融問題を始めとした世界経済の不透明感に対
する懸念から軟調に推移した。

（小麦）
２０１０年は、世界生産量が３年連続で需要量を上回る
との見通しから値を削る展開が続いていたが、７月以
降はロシアの干ばつによる禁輸措置から反騰し、７．０ド
ル／ブッシェルを超え上昇した。

２０１１年は、ロシアの禁輸措置が解禁されたもののと
うもろこしの代替需要により需給は引き締まりつつあ
った。しかし、東豪州の記録的な豊作もあり相場は安
定的に推移した。

■２０１２年度作付意向面積、四半期在庫統計
去る３月３０日に米国農務省より２０１２年度作付意向面
積及び３月１日時点の在庫統計が発表された。
米国のとうもろこしの作付意向面積は、９５．９百万エ
ーカーと前年を４．０百万エーカー上回り、実現すれば史
上最高となる。一方大豆の作付意向面積は、前年を１．１
百万エーカー下回る７３．９百万エーカーに過ぎなかっ
た。
とうもろこしの在庫統計は６，００９百万ブッシェルと

事前予想を下回り、３月付けとしては２００３／０４年以来
の低水準となった。大豆は１，３７２百万ブッシェルと前年
３月付けよりは増加している。
以上により、とうもろこし、大豆共に相場は上昇し
ている。

■２０１１／１２年の需給見通し（４月米国農務省）
（とうもろこし）
２０１１／１２年のとうもろこし需給は、世界的には前年
を超える生産量が見込まれているが、米国おける生産
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０９／１０ １０／１１ １１／１２
３月 ４月 ３月 ４月

作付面積 ８６．４ ８８．２ ８８．２ ９１．９ ９１．９
収穫面積 ７９．５ ８１．４ ８１．４ ８４．０ ８４．０

収穫率（％） ９２．０％ ９２．３％ ９２．３％ ９１．４％ ９１．４％
単 収 １６４．７ １５２．８ １５２．８ １４７．２ １４７．２

供

給

期初在庫 １，６７３ １，７０８ １，７０８ １，１２８ １，１２８
生産 １３，０９２ １２，４４７ １２，４４７ １２，３５８ １２，３５８
輸入 ８ ２８ ２８ ２０ ２０

供給合計 １４，７７４ １４，１８２ １４，１８２ １３，５０６ １３，５０６

需

要

飼料・その他 ５，１２５ ４，７９３ ４，７９３ ４，６００ ４，６００
FSI ５，９６１ ６，４２８ ６，４２８ ６，４０５ ６，４０５

（内／エタノール） ４，５９１ ５，０２１ ５，０２１ ５，０００ ５，０００
総国内消費 １１，０８６ １１，２２０ １１，２２０ １１，００５ １１，００５
輸出 １，９８０ １，８３５ １，８３５ １，７００ １，７００
需要合計 １３，０６６ １３，０５５ １３，０５５ １２，７０５ １２，７０５

期末在庫 １，７０８ １，１２８ １，１２８ ８０１ ８０１
在庫率 １３．０７％ ８．６４％ ８．６４％ ６．３０％ ６．３０％

〈４月USDA発表 とうもろこし需給状況〉

単位：百万エーカー（面積）、ブッシェル／エーカー（単収）、百万ブッシェル（生産量、需要）

０９／１０ １０／１１ １１／１２
３月 ４月 ３月 ４月

作付面積 ７７．５ ７７．４ ７７．４ ７５．０ ７５．０
収穫面積 ７６．４ ７６．６ ７６．６ ７３．６ ７３．６

収穫率（％） ９８．６％ ９９．０％ ９９．０％ ９８．１％ ９８．１％
単 収 ４４．０ ４３．５ ４３．５ ４１．５ ４１．５

供

給

期初在庫 １３８ １５１ １５１ ２１５ ２１５
生産 ３，３５９ ３，３２９ ３，３２９ ３，０５６ ３，０５６
輸入 １５ １４ １４ １５ １５

供給合計 ３，５１２ ３，４９５ ３，４９５ ３，２８６ ３，２８６

需

要

圧搾 １，７５２ １，６４８ １，６４８ １，６１５ １，６３０
輸出 １，４９９ １，５０１ １，５０１ １，２７５ １，２９０
種子 ９０ ８７ ８７ ８７ ８６
その他 ２０ ４３ ４３ ３４ ３０
需要合計 ３，３６１ ３，２８０ ３，２８０ ３，０１１ ３，０３６

期末在庫 １５１ ２１５ ２１５ ２７５ ２５０
在庫率 ４．４９％ ６．５５％ ６．５５％ ９．１３％ ８．２３％

〈４月USDA発表 大豆需給状況〉

単位：百万エーカー（面積）、ブッシェル／エーカー（単収）、百万ブッシェル（生産量、需要）

量は微減。需要面においては、世界的には需要の増加
が見込まれ、米国においては飼料用及び輸出需要減少
の見通しであるが、期初在庫の減少からいずれも期末
在庫は減少の見通しで、世界１４．３％、米国で６．３％と依
然として低水準となっている。

（大豆）
大豆需給は、世界・米国ともに生産量は減少する見

通しで、特に干ばつの影響による南米の減産は著しく、
世界の期末在庫率は１６．６％と３．４％もの大幅減少の見
通し。米国は輸出需要の減少から期末在庫率は８．２％と
やや増加する見通しとなっている。

（小麦）
小麦需給は、米国での減産は見込まれているものの、

世界的にはロシアや東欧諸国などの増産により、期末
在庫率は世界で３０．６％、米国でも３６．２％と安定した水
準となっている。

■２０１２年の飼料原料価格・需給の見通し
米国のとうもろこしは、天候や土壌水分が良好に推

移していることから３月下旬より作付けが始まり、非
常に早い進捗となっている。これにより、今後新穀の
需給が緩む可能性はあり、新穀の上値は重い展開も予
想される。

一方大豆は、とうもろこしと違い作付けはまだ始ま
っておらず、先に発表された作付意向面積や南米の大
幅な減産により更なる需給の逼迫が想定され、相場は
高騰するものと予想される。
価格的に有利とされてきた輸入大豆粕も、インド産

については日本、中国、東南アジアに加え中東からの
大量買付けなどから高騰している。
そうこう類も昨年の東日本大震災の影響で需給バラ

ンスが崩れ、グルテンフィードなどは地域によっては
需給が逼迫している状況が続いている。

■海上運賃
２０１２年も新造船の供給は続く見通しで、海上運賃に
ついては船舶の供給過多による下落を期待したいとこ
ろであるが、イランの情勢不安などにより原油価格が
高騰しており、概ね横ばいで推移すると予想される。

■外国為替
２０１１年は、リビア情勢やギリシアの債務問題などか
ら円が買われ一時７５円台まで円高が進んだ。政府・日
銀の為替介入もあったが、年後半は７６～７７円台で推移
した。
２０１２年に入り、１月の日本の貿易赤字が記録された
ことや欧州金融危機問題に一定の区切りがついたこ
と、２月に発表された日銀の金融緩和策、好調な米国
経済指標などにも後押しされて円が売られ、３月には
一時８４円台まで円安が進んだ。今後も円安トレンドの
展開となることが予想される。

以上のように、２０１２年の相場展開も非常に厳しくな
ることが予想され、特に大豆の需給逼迫と価格高騰は
避けられないものと考えられる。国産飼料への回帰も、
原発事故に端を発する放射性セシウム問題などもあり
容易ではない。
今は飼料原料の産地の多様化を追求していく時期で
あるととらえている。

（飼料原料課係長 氏家 太）

０９／１０ １０／１１ １１／１２
３月 ４月 ３月 ４月

作付面積 ５９．２ ５３．６ ５３．６ ５４．４ ５４．４
収穫面積 ４９．９ ４７．６ ４７．６ ４５．７ ４５．７

収穫率（％） ８４．３％ ８８．８％ ８８．８％ ８４．０％ ８４．０％
単 収 ４４．５ ４６．３ ４６．３ ４３．７ ４３．７

供

給

期初在庫 ６５７ ９７６ ９７６ ８６２ ８６２
生産 ２，２１８ ２，２０７ ２，２０７ １，９９９ １，９９９
輸入 １１９ ９７ ９７ １２０ １２０
供給合計 ２，９９３ ３，２７９ ３，２７９ ２，９８２ ２，９８２

需

要

食用 ９１９ ９２６ ９２６ ９３０ ９３０
種子用 ６９ ７１ ７１ ８２ ７９
飼料用等 １５０ １３２ １３２ １４５ １８０
国内需要 １，１３８ １，１２８ １，１２８ １，１５７ １，１８９
輸出 ８７９ １，２８９ １，２８９ １，０００ １，０００
需要合計 ２，０１８ ２，４１７ ２，４１７ ２，１５７ ２，１８９

期末在庫 ９７６ ８６２ ８６２ ８２５ ７９３
在庫率 ４８．３６％ ３５．６６％ ３５．６６％ ３８．２５％ ３６．２３％

〈４月USDA発表 小麦需給状況〉

単位：百万エーカー（面積）、ブッシェル／エーカー（単収）、百万ブッシェル（生産量、需要）
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